
会は圧電

日
本
共
産
党
代
表
質
問
（中
根
佐
知
） 

☆
知
事
の
政
治
姿
勢
・
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
券 

・
今
回
の
事
態
は
公
正
で
あ
る
べ
き
税
務
行
政
の
信
頼
を
損

な
う
も
の
国
税
庁
等
に
徹
底
調
査
を
求
め
よ
。 

・
経
済
的
に
圧
倒
的
な
力
の
あ
る
企
業
が
政
治
資
金
を
提
供

す
る
事
は
金
の
力
で
政
治
を
ゆ
が
め
る 

☆
知
事
の
政
治
姿
勢
・
機
構
改
革 

・
知
事
が
司
令
塔
と
位
置
付
け
た
「
総
合
企
画
部
」
は
県
民

の
願
い
、
よ
り
国
の
方
針
に
貫
徹
す
る
の
で
は
な
い
か 

☆
知
事
の
政
治
姿
勢
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
・
男
女
共
同
参
画 

・
女
性
の
参
画
を
県
庁
内
で
も
高
め
庁
議
に
一
人
し
か
い
な

い
じ
ょ
せ
い
の
改
善
を
図
る
様
に 

☆
特
定
利
用
港
湾 

・
高
知
港
、
須
崎
港
、
宿
毛
湾
港
は
「
軍
事
利
用
化
」「
軍
民

共
用
化
」
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か 

☆
能
登
半
島
地
震
を
受
け
た
防
災
対
策
徹
底 

・
南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
策
行
動
計
画
の
見
直
し
と
取
り
組
み

の
強
化
を
求
め
る 

☆
産
業
振
興
と
地
域
循
環
型
経
済 

・
持
続
可
能
な
地
域
社
会
に
不
可
欠
な
訪
問
介
護
を
保
証
す

る
た
め
直
接
国
費
に
よ
る
賃
上
げ
を
提
言
す
べ
き 

☆
不
登
校
対
策 

・
不
登
校
の
実
態
把
握
を
す
る
上
で
、
子
ど
も
の
声
を
し
っ

か
り
聴
く
こ
と
が
出
発
点 

・
要
因
に
先
生
の
言
動
と
あ
る
。
先
生
の
忙
し
さ
と
ス
ト
レ

ス
を
少
な
く
し
精
神
的
な
ゆ
と
り
を
作
る
こ
と
が
大
二 

１０００万本の菜の花を見に来てください 

和
也
の
近
況 

二
月
二
九
日
か
ら
県
議
会
代
表
質
問
が
始
ま

り
日
本
共
産
党
は
中
根
佐
知
議
員
が
行
い
ま
し

た
。
質
問
要
旨
を
下
段
に
紹
介
し
ま
す
。 

二
月
二
三
日
四
万
十
市
観
光
協
会
主
催
の
観

光
開
き
に
出
席
、
祝
辞
を
述
べ
て
き
ま
し
た
。
当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
模
様
、
室
内
で
の
式
典
に
。

開
口
一
番
「
一
千
万
本
の
菜
の
花
の
中
で
開
催
出

来
な
い
の
が
少
し
残
念
で
す
。
今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
朝

ド
ラ
は
漫
画
家
の
や
な
せ
た
か
し
さ
ん
を
題
材

に
し
た
、
ア
ン
パ
ン
が
放
映
さ
れ
ま
す
。
も
う
一

度
ア
ン
パ
ン
マ
ン
列
車
を
中
村
駅
ま
で
走
ら
せ

幡
多
地
域
を
観
光
で
元
気
に
し
ま
し
ょ
う
」 

 
 

 

観光振興で世界平和の橋渡しをしましょう。 


